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Ⅰ. 巻頭言、学生生活支援センター長挨拶 
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ごあいさつ 

                                  学生生活支援機構長 

                                       赤澤 千春 

 

  大阪医科薬科大学・学生生活支援機構から 2023 年度年報をお届け致します。 
 
 2019 年 12 月から始まった新型コロナウイルス感染症も 2023 年 5 月からはインフルエンザ感染症

と同じ扱いの５類となりました。約４年間にわたる新型コロナウイルス感染症対策も季節性感染症と

同じような対応となり、徐々にアフターコロナという日常に変わりつつあります。しかし、本学は附

属病院がキャンパスの中にあるために、なかなか日常の感染症対策には移行しにくい現状があります。

そうした中、３年ぶりの感染症対策が緩和された大学祭や卒業式、また、対面での講義や課外活動な

ど学生たちも本来の大学生活を謳歌しつつあります。 
 活動が活発になるにつれ、人間形成と厚生補導という取り組みを積極的に進めていく必要がありま

す。大学生ではありますが社会人としての行動には責任が伴うことになり、入学早々からその自覚を

持った行動ができるように支援する必要があります。教職員が協働でまた、学生自身も巻き込んで社

会人としての心構えを形成できるように、また、一人の人間として成長できるように支援していきま

す。 
 今後とも、教職員が協力し、よりよい学生支援ができますよう、ご指導のほど、よろしくお願いい

たします。 
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学生生活支援センター長挨拶 

 

                                医学学生生活支援センター長 

                                         金沢 徹文 

 

学生生活支援センターは、医学部のカリキュラムに関することがら以外の学生生活全般についての

助言や支援を行っています。 

具体的には、クラブ活動支援、課外活動支援、奨学生選考や各種ハラスメントやトラブルに関して

対応を行います。健康維持に関する相談も当センターが対応しています。特にメンタルヘルスに関し

て、保健管理室に臨床心理士の先生が常駐していることから気軽に相談できる体制を作っています。

新入生には教員1名が学生8〜10名程度を担当する学年担任制があり、困ったことなどにきめ細かいサ

ポートを行っています。また、上級学年には医学教育センターによってメンター制度が導入され、学

業を含めたサポート体制を作っており、学生生活全般に気軽にサポートできるように各スタッフがき

め細かく対応しています。 

 

 

                                薬学学生生活支援センター長 

                                         浦田 秀仁 

 

 薬学部では、2022 年 9月に発足した薬学学生生活支援センターが、薬学学生委員会、薬学修学指導

委員会、学生相談室運営委員会、並びに人権教育推進部会と連携し、2023年度はポストコロナの学生

支援を念頭に「学生が安心して学業や課外活動に取り組める環境づくり」を推進してきました。  

 具体的には、新型コロナで活動制限のあったクラブ活動や学園祭をはじめとする課外活動・学友会

行事の正常化、見直しを行なったアドバイザー制度及び修学指導方針に基づく修学指導の実施、障害の

ある学生への合理的配慮やメンタルヘルスに関する相談の継続推進、奨学金等の経済支援、2023年度学

生生活に関するアンケートの実施とこれに基づくキャンパスでの生活環境改善などに取り組みました。 

 今後も、学生たちが安心して充実した学生生活が送れるキャンパスづくりを心がけ教職員が一丸とな

って支援していきます。 

 

 

                             看護学学生生活支援センター長 

                                      久保田 正和 

 

 看護学学生生活支援センターでは、看護学部生が安心して学業や課外活動に励み、充実した大学

生活を送れるよう学生生活全般について幅広い支援を行っています。具体的には学生の健康管理に

関すること、学生生活上での困りごとに対応すること、学習環境を整えるために学生に働きかける

ことなどです。 

 2023 年度は、新型コロナウイルス感染症対策を行いながらも、従来通りの課外活動や交流ができ

るような学生支援を推進しました。学生は看護職に就く者としてより厳しい感染予防を行いなが
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ら、可能な範囲内で充実した大学生活を送りました。 

一方で、学生調査の結果から一部の学生がアルバイトに多くの時間を費やすことにより健康状態

を損ない、学業に影響を及ぼす状況があることが分かりました。コロナ禍による経済情勢の悪化が

一因とみられるケースも増えてきたため、看護学学生生活支援センターでは、経済的事由を第一と

する奨学金の設定など、安心して学業に取組むことが出来る制度作りを行いました。 

 未だコロナ禍の影響が残る中で、今後も学生が安心して充実した大学生活を送れるよう支援して

いきます。 
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Ⅱ. 学生支援の方針 
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1. 学生支援の方針 

 

 大阪医科薬科大学は学生の人間形成を目的として、学生が安心して学生生活を送りながら学業に

専念し、また、卒業後の人生が充実したものとなるように、以下のとおり学生支援の方針を定め

る。 

 

1) 修学支援 

 学生が学業に専念できるよう、修学の相談に応じるとともに、障害のある学生など多様な学生に

対する修学支援や、学習の継続に困難を抱える学生に対して奨学金制度等を通じた経済的支援の充

実を図り、安定した学生生活の実現に努める。 

 

2) 生活支援 

 学生が安心して学生生活を送れるよう、学生の人権を保障し、ハラスメントを防止する。 

また、学生生活上の相談に対応するとともに、心身の健康、保健衛生に係る問題への支援ならび

に、学生の自治活動を含め課外活動の充実を目的とした支援を行う。 

 

3) 進路支援 

 卒業後の人生をより充実したものにするため、学生が主体的に進路を選択し、満足できる就職を

実現できるよう支援する。 

 

2. 学生支援の方針に基づく医学部・薬学部・看護部の具体的な目標 

 

 「大阪医科薬科大学 学生支援の方針」に基づき、学生の人間形成を目的として、医学部・薬学

部・看護学部の具体的な目標を、以下に示す。 

 

1) 修学支援 

・医学部 

障害のある学生など多様な学生を支援する合理的配慮、奨学金制度の運用と整備を行う。 

 

・薬学部 

アドバイザー制度の活用と個別面談の実施、修学指導委員会による修学指導の実施、障害のある学

生など多様な学生を支援する合理的配慮の実施、履修ガイダンス及び履修相談の実施、奨学金制度

の整備、また、グローバルな社会に適応できるよう国際交流制度の充実等の支援を行う。 

 

・看護学部 

チューターによる個別面談の実施、障害のある学生など多様な学生を支援する合理的配慮の実

施、奨学金制度の運用と整備を行う。 

 

2) 生活支援 
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・医学部 

課外活動の支援、学生生活支援センター及び保健管理室の教員による学生相談、学生生活に係わ

る実態調査を行う。 

 

・薬学部 

人権講演会、薬物乱用防止に関する講演会など各種講演会の実施、学生相談室の充実、学生生活

に関するアンケートの実施、学友会主催の各種行事に関わる支援、学生生活に係わる実態調査を

行う。 

 

・看護学部 

学友会主催の各種行事に関わる支援、学生生活支援センター及び保健管理室の教員による学生相

談、学生生活に係わる実態調査を行う。 

 

3) 進路支援 

・医学部 

新入生合同研修を通じたキャリア形成支援、医師臨床研修マッチング制度および就職活動に関す

る情報提供を行う。 

 

・薬学部 

低学年次の学生も参加可能な業種・職種別キャリアセミナーなどの開催を通した多様な就職関連

情報の提供による学生の主体的なキャリアプランの醸成、就職スキル関係の対策講座の実施、個

別相談による学生一人ひとりに対してのきめ細やかな支援を行う。 

 

・看護学部 

多職種融合教育を通じたキャリア（進路）教育、就職活動に関する情報提供及びガイダンスを実

施する。 

 

3. 2023 年度活動目標 

  

1) 学生の学習状況の早期把握と対応 

2) 奨学金その他の必要に応じた修学支援情報の提供 

3) 障害のある学生に対する修学支援 

4) 留学生等の多様な学生に対する修学支援の強化を図る 

5) ハラスメント防止の啓発を強化する 

6) 人間形成を促進するさまざまな機会の提供  
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Ⅲ. 学生生活支援機構事業報告 
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1. 組織図 

2. 事業内容 

  

1) 学生生活支援機構会議 

構成員 

機構長 赤澤 千春 

副機構長 金沢 徹文 

副機構長 浦田 秀仁 

副機構長 久保田 正和 

保健管理室室長 森 龍彦 

保健管理室講師 澤村 律子 

IR 室副室長 栃澤 健史 

IR 室 外山 智士 

薬学学務部 錦野 晴俊 

薬学学務部学生課 前田 将昭、寺村 由紀 

学務部 池田 卓司 

医学事務課 上久保 純 

看護学事務課 川端 由夏、武田 千賀 

Ⅰ．組織図

大阪医科薬科大学　大学機構図

学部間協議会

教育研究内部質保証評価会議 I　R

機構調整会議

〈医学部〉 
教授会 

学科会議 
研究科会議

〈薬学部〉
教授会

学科会議
研究科会議

〈看護学部〉
教授会

学科会議
研究科会議

 教育機構 医学教育 
センター

薬学教育
センター

看護学教育
センター

学生生活 
支援機構

医学学生生活 
支援センター

薬学学生生活
支援センター

看護学学生生活
支援センター

 研究機構 医学研究
支援センター

薬学研究
支援センター

看護学実践
研究センター

 大 学 院 医学研究科
大学院委員会

薬学研究科
大学院委員会

看護学研究科
大学院委員会

薬学キャリア
サポートセンター

 就職支援委員会 
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第 1 回学生生活支援機構会議 

開催日 2023 年 4月 10 日(月) 

議 題 

審議・協議事項 

1. 学部毎の 2022 年度 PDCA シート作成スケジュール 
2．2023 年度の活動目標についての各学部まとめ 
3．2022 年度事業報告 
  

報告事項 

1. 式典ワーキンググループ 

令和 5 年度 入学式について 
  2．各学部からの報告 

(1) 医学部  
(2) 薬学部  
(3) 看護学部  

 

 

第 2 回学生生活支援機構会議 

開催日 2023 年 5月 8日(水) 

議 題 

審議・協議事項 

1. 学部毎の 2022 年度 PDCA シート作成の進捗確認 
2．2023 年度人間形成に関わる目標案 
 

報告事項 

1. 新入生合同研修委員会 

 2．各学部からの報告 
(1) 医学部  
(2) 薬学部  
(3) 看護学部 
 

第 3 回学生生活支援機構会議 

開催日 2022 年 6月 12 日(木) 

議 題 

審議・協議事項 

1. 学部毎の 2022 年度 PDCA シートの確認 
2．ジェネリックスキルテスト 
3．2024 年度新入生合同研修について 
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４. 学生支援の方針に戻づく具体的な目標の修正について 
 

報告事項 

1. 新入生合同研修委員会からの報告 

2. 式典 WG からの報告 
  令和 6 年度卒業式の日程 
3．各学部からの報告 
(1) 医学部  
(2) 薬学部  
(3) 看護学部 
 

 

第 4 回学生生活支援機構会議 

開催日 2023 年 7月 10 日(月) 

議 題 

審議・協議事項 

1. 2022 年度年報 機構および学部毎の原稿の確認 

2．2024 年度予算申請 

3. 学生支援の方針に戻づく具体的な目標の修正について 
4．令和 5 年度 JEES・田辺三菱製薬医学・薬学奨学金への応募者について 
5．生成 AI の利用に関する注意点 
6．保健管理センター（仮称）体制案、規定案について 
 

報告事項 

 1. 式典 WG 
令和 7 年度(2025 年度) 入学宣誓式の開催日程 

2．各学部からの報告 
(1) 医学部  
(2) 薬学部  
(3) 看護学部 

 

第 5 回学生生活支援機構会議 

開催日 2023 年 8月 7日(月) 

議 題 

審議・協議事項 

1. 2022 年度年報 機構および学部毎の原稿の確認 
2．2024 年度予算申請 
3．学生支援の方針に基づく具体的な目標の修正について 
4．生成 AI の利用に関する注意点 
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5．保健管理センター（仮称）体制案、規定案について 
 
報告事項 

1. 新入生合同研修委員会 

2. 各学部からの報告 

(1) 医学部  
(2) 薬学部  
(3) 看護学部 

 

第 6 回学生生活支援機構会議 

開催日 2023 年 9月 11 日(月) 

議 題 

審議・協議事項 

1. 2022 年度年報（案）の確認 
2．学生支援の方針に基づく具体的な目標の修正について 
3．生成 AI の利用に関する注意点 
4．保健管理センター 
5．学生の安否確認訓練の実施について 

 

報告事項 

1．各学部からの報告 

(1) 医学部  
(2) 薬学部  
(3) 看護学部 
 

第 7 回学生生活支援機構会議 

開催日 2023 年 10 月 2日(月) 

議 題 

審議・協議事項 

1. 2022 年度年報（案）の確認 
2．2024 年度事業計画について  
3．学生生活における生成 AI 利用の取り扱いについて 
4．安否確認システムについて 
 

報告事項 

1．各学部からの報告 

(1) 医学部  
(2) 薬学部  
(3) 看護学部 

13



14 

第 8 回学生生活支援機構会議 

開催日 2023 年 11 月 13 日(月) 

議 題 

審議・協議事項 

1. 2022 年度年報（案）の確認 
2．学生の安心・安全に係る指導・啓発計画の策定 
3．本部キャンパスにおけるマスク着用について 
4．令和 5 年度卒業式 クラブの参加協力について 
5．令和 6 年度 新入生オリエンテーションについて 
 

報告事項 

1．2023 年度第 1 回高大連携フォーラム「生成 AI 時代の教育を考える」 
2．大阪医科薬科大学学生調査の状況 
3．日本私立大学連盟 学生生活支援研究会報告 
4．各学部からの報告 

(1) 医学部  
(2) 薬学部  
(3) 看護学部 

 

第 9 回学生生活支援機構会議 

開催日 2023 年 12 月 11 日(月) 

議 題 

審議・協議事項 

1. 2022 年度学生調査結果に対する各学部の課題と対策について 
2．3 学部共通 クラブ活動に関するガイドブックの策定について 
 
報告事項 

1．日本学生支援機構 令和５年度 学生生活にかかる喫緊の課題に関するセミナー 
2．違法薬物と危険ドラッグについての注意喚起（ユニパ配信） 
3．日本私立大学連盟 学生生活支援研究会報告 
4．学力を問わない学部独自の奨学金の準備状況について 
5．第 62 回近畿地区部課長研究会報告 
6．軽音楽部 部室防音工事の件  
7．各学部からの報告 

(1) 医学部  
(2) 薬学部  
(3) 看護学部 
 

第 10回学生生活支援機構会議 
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開催日 2024 年 1月 15 日(月) 

議 題 

審議・協議事項 

1. 2022 年度学生調査結果に関する各学部の課題と対策について 
2．第 2 回教育研究内部質保証評価会議に於ける 2022 年度学生支援活動状況の報告について 
3．3 学部共通 クラブ活動に関する規程の策定について 
 
報告事項 

1．2023 年度薬学部 FD・SD 研修会 
2．看護学学生生活支援センターFD 講演会の開催案内について    
3．各学部からの報告 

(1) 医学部  
(2) 薬学部  
(3) 看護学部 

 

第 11 回学生生活支援機構会議 

開催日 2024 年 2月 5 日(月) 

議 題 

審議・協議事項 

1. 第 2 回教育研究内部質保証評価会議を受けた 2022 年度に於ける合理的配慮の学生数、相談

室に来た学生数の報告について   
2．3 学部共通 クラブ活動に関する規程の策定について 
3．2023 年度学部毎の PDCA 作成について  
 
報告事項 

1．ハラスメント学内相談窓口相談員の学生周知について 
2．各学部からの報告 

(1) 医学部  
(2) 薬学部  
(3) 看護学部 
 

第 12回学生生活支援機構会議 

開催日 2024 年 3月 11 日(月) 

議 題 

審議・協議事項 

1. 障害のある学生の修学支援に関する検討会の検討状況について 
2．看護系大学における特別な支援を必要とする学生への教育支援の実際オンデマンド視聴につ

いて    
3．学部毎の 2023 年度 学生生活 PDCA 作成について  
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4．クラブ活動の規程作成（学部毎の案）    
5．私立大学等の施設・設備整備計画に関する調査について  
 
報告事項 

1．学生生活支援機構 2024 年度開催日程（案）について  
2．各学部からの報告 

(1) 医学部  
(2) 薬学部  
(3) 看護学部 

 

2) 大学行事 

 (1) 式典 

① 入学宣誓式 

日程：2023 年 4 月 5 日(水) 

会場：高槻城公園芸術文化劇場 大ホール 

② 卒業式 

日程：2024 年 3 月 7 日(木) 

会場：高槻城公園芸術文化劇場 大ホール 

 

 (2) ３学部合同研修 

① 入学オリエンテーション 

日程：2023 年 4 月 5 日(水) 

会場：高槻城公園芸術文化劇場 大ホール 

② 新入生合同研修 

日程：2023 年 4 月 21 日(金) 

会場：グランキューブ大阪（大阪府立国際会議場）3 階イベントホール 

 

3) 各センター活動内容 

(1) 医学学生生活支援センター 

① 奨学金その他の必要に応じた修学支援情報の提供 

 医学部独自の奨学金として５事業の募集及び候補者の選考を行うとともに、日本学生支援機構

をはじめとする外部団体が募集する奨学金事業への候補者の推薦を行った。 

② 障害のある学生に対する修学支援 

 2022 年度下半期から、障害のある学生等からの支援の申し出により、障害のない学生と同等の

修学機会を確保するため、講義・演習・実習における合理的配慮を行った。 

③ 学生の学習状況の早期把握と対応 

 医学部長、医学教育センター長、医学学生生活支援センター長を構成員として、1～2 カ月に 1

回程度、「学生生活・教務調整会議」を開催し、成績不振等の学生情報を共有した。 

④ 留学生等の多様な学生に対する修学支援の強化を図る 
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 国際交流センターを中心に、留学生等の多様な学生に対する修学支援を行っている。 

⑤ ハラスメント防止の啓発を強化する 

 新入生オリエンテーションにおいて、学生の手引きを配布し、ハラスメント等に係る学生向け

の相談窓口や学生等懲戒規程について周知を行った。 

 

(2) 薬学学生生活支援センター 

① 奨学金その他の必要に応じた修学支援情報の提供 

i)  日本学生支援機構を始めとする各種奨学金情報の発信 

ii) 薬学部独自奨学金（PA 会奨学金含む）情報の発信 

② 障害のある学生に対する修学支援 

i)  薬学学生生活支援センターにおける合理的配慮の可否とその内容の審議及び教授会並び

に学科会議での周知徹底 

ii) 合理的配慮申請時における証明書提出基準の緩和 

③ 学生の学習状況の早期把握と対応 

i)  アドバイザーによる学業成績不良者への修学指導面談の実施 

ii) 薬学教育センター並びに修学指導委員会と連携した学業成績不振者の早期抽出 

④ 留学生等の多様な学生に対する修学支援の強化を図る 

「大阪医科薬科大学薬学部国際交流基金規程」に基づく私費外国人留学生に対する奨学事業並

びにその他国際交流に必要な助成の実施 

⑤ ハラスメント防止の啓発を強化する 

i)  啓発リーフレットの配布 

ii) ハラスメント相談窓口の周知（学生生活の手引き） 

 

(3) 看護学学生生活支援センター 

① 奨学金その他の必要に応じた修学支援情報の提供 

 日本学生支援機構をはじめとする奨学金の募集説明会、選考、手続きを行った。奨学金を希望

する学生はほぼ全員受給できた。対象学生の面談を行い全員適格であった。経済的事由を第一と

する奨学金制度の設定、規程の変更を行った。 

② 障害のある学生に対する修学支援 

 2023 年度の対象学生は、2 年生 1 名、3 年生 1 名、4 年生 1 名であった。法律に基づいた支援

が出来ている。また、急性期の治療中の学生は対象としないなど、支援方針が確立されてきてい

る。 

③ 学生の学習状況の早期把握と対応 

 看護学教育センターと連携を取り、GPA2.0 以下の学生についてはチューター面談を行った。

GPA の低い学生に対する面談により、その後の成績が改善される傾向にある。 

④ 留学生等の多様な学生に対する修学支援の強化を図る 

 国際交流センターを中心に、留学生等の多様な学生に対する修学支援を行っている。 

⑤ ハラスメント防止の啓発を強化する 

 チューター、学内相談員が窓口になり、相談できる体制を整えた。また、ハラスメント内容、
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相談方法などを学生生活の手引きに明記し、各学年のガイダンスにて詳細な説明を行った。 

⑥ 人間形成 

 学生の自治組織である学友会が中心となり、課外活動として、学園祭、新入生歓迎会、クラブ

活動等を運営し、学生の自主性や社会性、想像力をはぐくんでいる。また、正課外活動ポートフ

ォリオで、正課外活動を可視化し、正課外活動を通じた人間形成にも取り組んでいる。 

 

4) 概況 

学生在籍状況（進級率、休学、退学） 

 
定員と在学者 
 ※2024 年 3 月 31 日時点（3 月卒業者は在学生数に含む） 
 
医学部 

学年 1 2 3 4 5 6 合計 
定員 112 112 112 112 112 112 672 

在学者数 115 123 108 117 101 114 678 
定員充足率 102.68% 109.82% 96.43% 104.46% 90.18% 101.79% 100.89% 

 
薬学部 

学年 1 2 3 4 5 6 合計 
定員 294 294 294 294 294 294 1764 

在学者数 323 365 294 268 283 277 1810 
定員充足率 109.86% 124.15% 100.00% 91.16% 96.25% 94.22% 102.61% 

 
看護学部 

学年 1 2 3 4 合計 
定員 85 85 85 85 340 

在学者数 86 92 88 89 355 
定員充足率 101.17% 108.23% 103.52% 104.70% 104.41% 
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進級（卒業）率（原級留置率） 
 
医学部 

学年 1 2 3 4 5 6 合計 
休学者 0 1 0 0 1 0 2 
退学者 0 2 0 0 1 0 3 

留年・原級留置 3 4 6 7 6 3 29 
進級率 97% 97% 94% 94% 94% 97% 96% 

 
薬学部 

学年 1 2 3 4 5 6 合計 
休学者 13 10 3 3 1 3 33 
退学者 10 10 5 3 0 3 31 

留年・原級留置 23 45 25 9 0 40 142 
進級・卒業者 300 320 269 259 283 237 1668 
進級・卒業率 93% 88% 91% 97% 100% 86% 92% 
※3 月時点の在学者数に対する進級者・卒業者（3 月）の割合を示す。 

※9 月末卒業の学生は卒業者数にも在学者数にも含めていない。 

 
看護学部 

学年 1 2 3 4 合計 
休学者 0 1 0 0 1 
退学者 3 0 0 0 3 

留年・原級留置 0 1 0 3 4 
進級率 100％ 99％ 100％ 97％ 99％ 

※看護学部：進級判定は 2 年生のみ実施 
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Ⅳ. 学生生活支援センター活動報告 
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1. 修学支援 

1) 学生支援体制の適切な整備 

医学学生生活支援センターは、医学学生生活支援センター規程第2条に基づき、医学部学生の教育

環境を保持改善し、学生生活を支援することを使命としている。また、同センターは、前述の使命を

達成するために、医学部教授会の議を経て、業務を実施することが同規程第3条に定められている。 

医学学生生活支援センター業務を遂行するために、医学学生生活支援センター長をおき、医学教

育センターそのほかの関連部署との連携を図り、医学学生生活支援センターの管理・運営にあたっ

ている。また、医学学生生活支援センター長以外に、きめ細かな学生指導を行う目的で、各学年に1

名ずつの学年担当をおき、必要な業務を遂行している。 

医学学生生活支援センターの業務を円滑に遂行するために、2023年度においても原則2カ月に1回

程度、医学学生生活支援センター運営会議を定期開催し、医学部学生の学生支援に係る事項を情報

共有し、議論を行った。同会議を通じて、医学部の学生生活支援に係る取り組み事項について評価

を行い、適切に運用していることを確認している。 

 

 薬学学生生活支援センターは、大阪医科薬科大学薬学学生生活支援センター規程第 2条に基づき、

学生生活支援に関することについて、適宜、薬学学生委員会や薬学修学指導委員会と連携し、その業

務にあたっている。2023 年度は 7 回の運営委員会を開催した 

 薬学部では学生の教育・指導効果を上げるため、また学生生活における様々な問題・悩みに対応す

るため、教授、准教授、講師が、1 年次から 3 年次までの学年ごとに約 6 名ずつの学生を卒業まで担

当し、助言と指導にあたるアドバイザー制度を設けており、学生に配布する学生生活の手引きに掲載

している。アドバイザー教員は担当学生の成績状況を把握し、必要に応じて学習・学生生活等の指導・

助言を行っている。また、各期の成績については、保護者はポータルサイトで確認が可能となってい

るが、必要に応じてアドバイザー教員は、学修状況等について個別に面談するなど、きめ細かな対応

を行っている。さらに、学生生活面でも様々な情報がアドバイザー教員に集約されるため、アドバイ

ザー教員は学業から生活面まで担当学生の状況を総合的に把握し、適切に助言できるシステムとなっ

ている。なお、4 年次から 6 年次生については、所属研究室の指導教員が行っている。 

 アドバイザー教員と新入生、新入生間の交流および「大学への定着を図る」ことを目的として、新

入生交流・導入教育を行っている。毎年度始め、アドバイザー教員は、目的に適う企画（例：学科履

修への動機付け、学生の教員把握、教員の学生把握、アドバイザー制度の定着、教員と学生相互の親

睦と交流など)を立案し、4 月当初に行うアドバイザー面談時に新入生と意見交換し、6 月末までに実

施している。これについては、学生・教員 1名につき 5,000 円を補助している。 

 なお、留年となった学生には、前後期授業開始前に薬学教育センター長、修学指導委員長並びにア

ドバイザー教員（４年次以上は指導教員）による留年者ガイダンスを実施している。これにより、留

年となった学生はより個別的に履修計画など教育上の指導等を受けることができる。 

 

 看護学学生生活支援センターは、大阪医科薬科大学看護学学生生活支援センター規程第2条に基づ

き、業務を遂行するために、看護学学生生活支援センター長をおき、看護学教育センター及び関連部署

との連携を図り、看護学学生生活支援センターの管理・運営にあたっている。また、看護学学生生活支

援センターの業務を円滑に遂行するために、2023年度においても1カ月に1回の看護学学生生活支援セン
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ター会議を定期開催し、看護学部学生の学生支援に係る事項を情報共有し、議論を行った。同会議を通

じて、看護学部の学生生活支援に係る取り組み事項について評価を行い、適切に運用していることを確

認している。 

 また、看護学部にはチューター制度があり、教員2名のグループにより、1-3学年の学生15－16名

を担当した。4年生は、卒業演習の領域教員がチューターを担当した。各チューターグループの判断

でユニバーサルパスポートやメールでの連絡、Zoom等を用いたWeb面談なども活用し、学生との連絡

を密に取り合った。 

 

2) 奨学金その他の経済的支援の整備 

【医学部】 

医学部学生への修学支援を目的に、医学学生生活支援センターでは、医学部独自の奨学金として以

下4事業の募集及び候補者の選考を行うとともに、日本学生支援機構をはじめとする外部団体が募集

する奨学金事業への候補者の推薦を行った。各奨学金事業は、学業・人物ともに優秀であって経済的

理由により修学困難な医学部学生を対象としている。 

 

（医学部独自の奨学金事業） 

名称  年額 採用人数 その他 

医学部奨学金 貸与 1,742,500円 30名以内 無利子 

仁泉会（医学部同窓会）奨学金 貸与 600,000円 5～7名程度 無利子 

鈎奨学基金奨学金 給付 500,000円 2名 女子学生対象 

伊藤奨学基金奨学金 給付 500,000円 3名  

四方朋子記念奨学基金 

①修学給付金 

②学習奨励賞 

給付 

 

①80万円 

②3万円＋記念楯 

 

①5名以内 

②5名以内 

 

 

②2～6年生対象 

 

 

＜選考方法＞ 

奨学金事業の公募については、4/10にユニバーサルパスポートから周知を行い、4/11に奨学金説明

会を実施し、4/28に応募を締め切ったところ、59名（実人数、複数の奨学金への併願あり）の学生か

ら応募があった。 

5/8～16の間に、医学学生生活支援センター教員が奨学金申請者と1人10分程度の面接を行い、学業

成績や経済的困窮度、学習意欲等を評点化した上で、5/25の奨学生選考会議において各奨学金事業の

候補者を選出した。その後、医学部教授会もしくは各奨学金の運営委員会での審議を経て、採用者及

び推薦者を決定した。各奨学金事業の選考結果は、以下の通りである。 
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＜各奨学金事業の選考結果＞ 

名称 応募者数 採用者数 

医学部奨学金 47名 30名 

仁泉会（医学部同窓会）奨学金 26名 7名（仁泉会による採用） 

鈎奨学基金奨学金 19名 2名 

四方朋子記念奨学基金（修学給付金） 41名 5名 

四方朋子記念奨学基金（学習奨励賞） - 5名 

 

＜運営委員会の活動状況＞ 

鈎奨学基金奨学金、四方朋子記念奨学基金の給付奨学金については、運営委員会を年2回程度開催

し、各給付奨学金の運営について審議を行った。 

 

＜その他＞ 

・日本学生支援機構奨学金について、第一種13名、第二種12名、修学支援新制度5名が新規採用され

た。令和6年3月1日時点では、第一種24名、第二種31名、修学支援新制度5名（休・停止者を除く）が

採用されている。 

・公益財団法人小野奨学会奨学金について、5名の学生を推薦し、採用された。 

・三重県医師修学資金貸与者募集に1名の学生を推薦し、採用された。 

・毎年度、文部科学省からの認可を受け、臨時定員として2名の大阪府地域枠生が入学している。大

阪府内での医師の確保が難しい分野や地域等で勤務する意思のある者に対し、修学資金等を支援す

る制度で、本年度も在学生12名中原級留置者1名を除く11名に対し、大阪府から120万円、本学から

200万円の貸与を行った。 

 

【薬学部】 

  薬学部では、経済的支援のための各種奨学金制度を学生が活用している。支給の主体は、日本学

生支援機構が中心であるが、公共団体、企業による奨学金制度もある。また、薬学部独自の奨学金と

して、以下の制度を整備している。 

名称  金額（年、月） 採用人数 その他 

特待奨学金 給付 成績によって金額が異な

る 

28 名 前年度の学業

成績優秀者 

一般奨学金 給付 3 万円/月 数名  

特別奨学金 給付＋貸与 5 万円/月 数名  

PA 会奨学金 貸与 48 万円 若干名  

PA 会学費融資 貸与 90 万円 若干名  

 

 これら奨学金等の経済的支援に関する情報提供は、学生課が窓口となって行っており、掲示板への
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掲示、本学ホームページ及びポータルサイト等で学生に周知されており、申請希望者には奨学金ガイ

ダンスを行っている。また、学生の個別の相談にも応じている。 

（2023 年度 奨学金 採用実績） 

種類 採用者 備考 

特待奨学金 2 年次生： 7 名 

3 年次生： 7 名 

4 年次生： 7 名 

5 年次生： 7 名 

合計：28 名 

資格：前年度の学業成績優秀者 

給付 

最優秀 ：1 名 300,000 円 

特別優秀：2 名 200,000 円 

優 秀 ：4 名 100,000 円 

給付額合計：4,400,000 円 

一般奨学金 1 年次生：12 名 

2 年次生：13 名 

3 年次生： 4 名 

4 年次生：12 名 

5 年次生：14 名 

6 年次生： 4 名 

合計：59 名 

資格：経済的事情で学業若しくは研究の継続に支障

を来たしている学部学生 

給付 

30,000 円／月 

給付額合計：21,240,000 円 

特別奨学金 2 年次生：8 名 

3 年次生：2 名 

4 年次生：5 名 

5 年次生：9 名 

6 年次生：15 名 

合計：55 名 

資格：経済的事情で学業若しくは研究の継続に著し

く支障を来たしている学部学生 

給付＋貸与 

50,000 円／月 

（給付 15,000 円＋貸与 35,000 円） 

給付・貸与額合計：7,800,000 円 

PA 会奨学金 0 名 資格：原則として独立行政法人日本学生支援機構そ

の他の奨学機関の奨学生でない者のうち、学力、人

物ともに優秀で学資の支弁が困難であると認められ

た者 

貸与 

40,000 円／月 

貸与額合計：480,000 

PA 会学費融資 0 名 資格：学費支弁者の経済事情の急変や罹災などで、

学費の納入が困難であると認められる学生 

学費（授業料＋施設・設備費）相当分 

貸与額合計：900,000 円 

 

 

【看護学部】 

 看護学部では学生の経済的支援のために、学内外のさまざまな奨学金制度（特待生制度等を含む）

についての募集に対する説明会、選考、申請手続きを行った。その結果、成績要件や家計要件を満た
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さなかったものを除く奨学金希望者はほぼ全員が受給できている。 

 奨学金は日本学生支援機構によるものが主であるが、それ以外の外部団体および看護学部の奨学金

制度についての新規採用者は以下のとおりである。 

＜2023 年度奨学金 新規採用実績＞ 

看護学部奨学金 

名称 募集人数 採用者数 備考 

入学時特待生 4 名 4 名 資 格：一般選抜（3 科目入試）成績上位者 

給付額：年間 50 万円（実習料及び施設拡充費相当額） 

給付奨学金 4 名 

／学年 

12 名 資 格：2～4 年生で、経済的事由があり、成績、人物

ともに優秀であると認められる者 

給付額：年間 50 万円（実習料及び施設拡充費相当額） 

家計急変奨学金 1 名 

／学年 

応募無し 資 格：1～4 年生で、社会情勢の悪化や家計支持者の

失職・破産・事故・病気・死亡若しくは災害等による

家計状況の急変により修学困難であり、かつ品行方正

であると本学が認める者 

貸与額：年間最大 120 万円（授業料、あるいは実習料

及び施設拡充費の年額合計） 

至 誠 仁 術 入 試

（専願制）に係

る学費減免 

3 名 3 名 資 格：至誠仁術入試合格者 

減免額：50 万円（実習料及び施設拡充費相当額） 

PA 会奨学金 定め無し 応募無し 資 格：ＰＡ会（以下「ＰＡ会」という。）会員の子弟

であって、成績、人物ともに優秀でかつ健康であり、

保護者死亡、失職、または災害による家計急変等、経

済的理由により修学困難であるとＰＡ会役員会が認

めた者 

貸与額：年間最大 85 万円（学納金（授業料、実習料、

施設拡充費）の半額を上限） 

 

外部団体 

名称 募集人数 採用者数 備考（資格については規程等より抜粋） 

小野奨学会 6 名 1 名 資 格：学業、人物共に優れ、健康で向学心を有し、

同会の定める成績基準･家計基準を満たす者 

給付額：年間 60 万円 

 

3) 障害のある学生に対する修学支援 

 「障害者基本法」、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」及び「大阪医科薬科大

学障害のある学生の支援に関する基本方針」に基づき、障害のある学生または保護者等からの支援

の申し出により、障害の無い学生と同等の受験機会及び修学機会を確保するため、学生の障害の状

態や特性の確認と支援内容に対する学生との合意形成を経て、必要且つ適切な措置を行っている。 
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「大阪医科薬科大学 障害のある学生の支援に関する基本方針」に則り、障害のある医学部学生に対し

て、講義・演習・実習における合理的配慮の制度運用を行っている。 

希望する学生は、所定の期日までに「講義・演習・実習における障害のある学生への支援に関する申

請書」「かかりつけ医の診断書」を提出し、医学教育センター及び医学学生生活支援センターの会議

において合理的配慮の可否やその内容について審議を行っている。 

 

2023年度を対象として、医学部の在学生には2月17日に、入学生には4月12日にユニバーサルパスポ

ートから周知を行った。2023年度は、合理的配慮を希望する3名の学生に対して、必要な合理的配慮

を行った。 

 

 薬学部では、薬学学生生活支援センター運営委員会において審議を行い、合理的配慮の可否とその

内容について検討を行っている。合理的配慮が必要と判断された場合は、学生との合意形成を経て、

授業中や試験中の座席位置配慮、自家用車による通学許可（家族による送迎を含む）などの措置につ

いて薬学部学科会議において協議の上、科目担当教員、アドバイザー等に周知を行っている。 

 

 看護学部では、希望する学生は所定の期日までに「講義・演習・実習における障がいのある学生へ

の支援に関する申請書」を提出し、看護学部障がい学生支援委員会の会議において合理的配慮の可否

やその内容について審議が行われる。合理的配慮が必要と判断された場合は、看護学部教授会の議を

経て、合理的配慮が開始される。2023 年度の対象学生は、2 年生 1 名、3 年生 1 名、4 年生 1 名であ

り、前期・後期において 4 回の障がい学生支援委員会が開催された。各学生とは支援開始時と終了時

に面談を行った。臨地実習における支援が主になっているが、実習指導者との連絡もスムーズに行う

ことが出来ており、連携体制は整備されている。また、急性期の治療中の学生は対象としないなど、

支援方針が確立されてきている。 

 

4) 成績不振の学生の状況把握と指導 

 医学部では、医学部長、医学教育センター長、医学学生生活支援センター長を構成員として、1～

2カ月に1回程度、「学生生活・教務調整会議」を開催し、成績不振等の学生情報を共有している。

医学学生生活支援センターでは、留年等を理由にメンタルケア等が必要となっている学生に支援を

行っている。 

 

 薬学部では、学業成績不良者への修学指導を行うため、薬学修学指導委員会を設けている。修学指

導委員会では、薬学教育センターおよび薬学学生生活支援センターと連携し、学期ごとに累積 GPA 下

位 1/4 を抽出し、アドバイザーに対象学生の指導を要請するとともに、学業成績、生活環境などを考

慮してアドバイザーから要請のあった学生については、修学指導委員会が面談を実施している。 

 

 看護学部では、看護学教育センターと連携を取り、GPA2.0以下の学生についてはチューター面談

を行っている。教育センターの報告によると、GPAの低い学生に対する面談により、その後の成績が

改善される傾向にある。 
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5) 学籍異動（留年者、休学者、退学希望者）の状況把握と対応 

医学部では、2023年度、学籍異動（留年者、休学者、退学者）の状況は、以下の通りであった。 

・留年者：第1学年3名、第2学年2名、第3学年6名、第4学年7名、第5学年6名、第6学年3名 

・休学者：第1学年0名、第2学年1名、第3学年0名、第4学年0名、第5学年1名、第6学年0名 

・退学者：第1学年0名、第2学年2名、第3学年0名、第4学年1名、第5学年0名、第6学年0名 

 

また、休学、復学、退学を希望する学生に対し、医学学生生活支援センター教員が学生及び保証人

（保護者等）と面談を行い、状況把握を行った。また学生の休学、復学、退学については、医学部

教授会において、医学学生生活支援センター長が発議し、審議を行った。 

 

 薬学部では、学籍異動に係る状況把握と対応については、薬学教育センターが管轄している。主

管部署となる教務課は、学籍異動に係る学生からの申し出に基づき、教授会での審議準備を行うと

同時に、学生課は教務課並びに管理課と連携し、学籍異動の状況把握を行うとともに必要に応じて

各種奨学金や学費納入に係る諸手続き等に対処している。 

 

 看護学部では、3月末時点で休学者が1名であった。チューターが窓口になり、関係諸機関とも連

携を取り対応した。休学、復学、退学を希望する学生に対しては、看護学学生生活支援センター長

が学部長、看護学教育センター長と共に、学生及び保証人（保護者等）と面談を行い、状況把握を

行った。また、学生の休学、復学、退学については、看護学部教授会において審議が行われた。 

 

6) 留学生等の多様な学生に対する修学支援 

 国際交流センターと協働しながら留学生等が本学で就学を行う支援を行っている。また、本学の

学生が海外へ就学する際には「海外渡航届」の提出を義務付けおり、学生自身の安全管理の意識を

持って留学するよう意識啓発を図っている。 

医学部では、留学等で海外へ渡航する学生に対して「海外渡航届」の提出を義務付け、大学の危

機管理体制を整備するとともに、学生が十分に安全管理の意識をもって留学するよう、事前の意識

啓発を図った。また、医学部PA会の海外研修に係る奨学金及び教育環境整備事業のための募金を活

用し、アドバンスト・クリニカル・クラークシップにおいて海外協定校へ留学する学生14名に対し

て経済的支援を行った。 

 

薬学部では国際交流基金を設置しており、「大阪医科薬科大学薬学部国際交流基金規程」に基づ

き、各種支援（住居手配、通学手段の確保、研究費等助成）を行っている。海外学術交流協定大学

等から受け入れた留学生に対しては、交通費、滞在費、滞在中に必要となる交流経費等として、１

名につき原則として２０万円を限度に助成を行っている。また、私費外国人留学生に対しては、交

通費、滞在費、研究費として、１名につき原則として５０万円を限度に助成できることとしてい

る。 
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看護学部では学生の海外派遣再開に関する大学方針の決定に基づき、ミネソタ州立大学マンケート

校（MSUM）への学生派遣を行った。安全に学生派遣できるように国際交流センター、MSUM 担当

者との調整、情報共有を図り、2024 年 3 月 12 日～27 日に 1 名の学生を派遣した。規程により奨学

金は 6 万円（欧米地域）を給付しているが、社会情勢（円安）を鑑み 2023 年度は 10 万円を給付し

た。また、本年度よりバンクーバーサマープログラムの募集を開始し、2 名の学生から応募があった。

2023 年 8 月 21 日～28 日の期間で派遣し、同様に奨学金 10 万円を給付した。 

 

2. 生活支援 

1) ハラスメント防止のための体制の整備 

 「ハラスメント等の防止等に関する規程」「学生等懲戒規程」「ソーシャルメディア利用規程」に

則り、ハラスメント等の事案が発生した場合は各学部に学生生活支援センター教員、ハラスメント相

談員、各学部特有のアドバイザーやチューターなどが窓口になっている。ハラスメントの内容、具体

的な相談方法などは、学生生活の手引きに明記し、年度開始時に各学年のガイダンスにて詳細な説

明を行っている。相談内容により各学部の学部長、教育センター長、学生生活支援センター長と連携

して対応することもある。また、外部相談窓口として協和綜合法律事務所を設置しており、匿名での

相談を電話又はメールで受け付けられる体制を構築している。 

 

2) 学生の相談に応じる体制の整備 

【医学部】 

医学部では、学生からの相談は、医学事務課で受け付けており、必要に応じて医学学生生活支援セ

ンター教員への橋渡しを行っている。また、医学部第1学年の学生8～10名程度を、教員1名が担当す

る学年担任制を導入しており、きめ細かな支援体制を構築している。さらに、保健管理室の臨床心

理士も相談窓口となっており、カウンセリング等を行っている。 

 

【薬学部】 

 薬学部では、学生の相談に対し、アドバイザー教員のほか、健康管理支援室、学生相談室並びに学

生課が対応できるようにしている。学生は、相談内容等に応じて相談先を選択できるようになってい

る。学生相談室による学生からの相談は原則事前予約制とし、公認心理士／臨床心理士資格を持つカ

ウンセラーが相談に応じている。 

 さらに、薬学学生委員会では、学生から直接意見と要望を聞く場として学友会との懇談会を年数回

開催し、学生生活や学友会行事における問題点の改善に務めている。また、学友会と協力して「学生

生活に関するアンケート」を実施し（2023 年 7 月）、学生からの要望の集約、改善課題の抽出と改善

を行っている。 

 

【看護学部】 

看護学部では、チューターグループの再編成を行い、教員 2 名のグループにより、1-3 学年の学生 15- 
16 名を担当した。4 年生は例年の通り、卒業演習担当教員としたが、チューターが卒業演習担当教員 
とは異なる場合があったため、チューター教員は当該センターが確認することとした。 
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1 年間のチューター活動に関する評価のため、1 月に教員を対象としたアンケートを実施した。 
アンケート結果から、教員はいずれの学年の学生とも 1 年間を通じてコミュニケーションをとってお

り、学年が上がるにつれ面談の回数が増え、就職・進路や国家試験対策などの関りが多くなっていた。

チューター制度にそって、細やかなチューター活動が行われている現状がうかがえる。 
 

3) 学生の孤立化防止のための体制の整備 

【医学部】 

   医学部では、新入生オリエンテーションを2日間開催しており、2023年度は、4月6日と4月7日で開

催した。さらに、新入生オリエンテーションの最後に、学生自治組織である学友会が主催し、クラブ

紹介を対面で行い、新入生のクラブ活動参加を推進し、学生の課外活動の充実を図っている。 

また、3学部の新入生を対象に、新入生合同研修を4月中旬頃に開催しており、大学への早期定着を図

り、初年次教育へスムーズに参加できるよう支援している。また、医学部第5学年と第6学年には、

グループ学習室を学生グループに割り当てて貸し出しており、グループ学習を促進し、学生同士で学

習到達度を確認しながら相乗効果をもたらすことを期待している。 

 

【薬学部】 

 薬学部では、アドバイザー教員による新入生交流・導入教育や個人面談実施を通じて、孤立してい

ないかを含め、個々の学生の性格や志向の把握を行い、学習・学生生活等の指導・助言を行っている。

面談時、学生に対して気になる点や別途対応が必要な場合には、修学指導面では修学指導委員会に面

談の要請を行い、学生生活面では、必要に応じて学生課や学生相談室によるサポートを紹介している。 

 

【看護学部】 

 看護学部では、3学部の新入生を対象に、新入生合同研修を4月中旬頃に開催しており、大学への

早期定着を図り、初年次教育へスムーズに参加できるよう支援している。また、チューターによる

相談窓口を学生に周知し、定期的な面談で学生の声を聞く体制を整えている。さらに、授業の出欠

状況を各科目の教員が把握し、欠席が多い学生に関して担当教員からチューターに情報提供してい

る。 

 

4) 学生の正課外活動（部活動等）を充実させるための支援の実施  

【医学部・看護学部】 

（１）クラブ活動 

クラブ活動は、学生の自治組織である学友会が管轄している。クラブ活動は、学生の自主性や社

会性、想像力をはぐくむ重要な活動であり、積極的な参加を勧めている。現在医学部・看護学部に

は運動部 23 クラブ、文化部 16クラブ、合わせて 39 のクラブがあり、日々活動を行っている。2023

年度学生調査のクラブ活動への満足度について、満足している、ある程度満足していると回答した

医学生は、72.5％であった。 
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①主将会議の実施について 

例年、主将会議は、クラブ主将・主務に対して、クラブ活動を行うにあたり認識しておくべき事

項を事務から伝えること、学友会の年間行事や予算配分などを説明することを目的として、6 月下

旬頃に全クラブの主将等を集めて開催している。当会議を通じて、クラブ活動を行うにあたり、必

要な手続きを周知する。また、主将会議の終了後は、クラブ懇親会兼西医体壮行会を開催し、クラ

ブ間の交流を図っている。 

2023 年度は、6 月 16 日（金）17：00～ 新講義実習棟 3 階 P301 において開催し、クラブ活動

に関するガイドブックを用いて、クラブ活動に関する運用ルールについて、各クラブに対して周知

を行った。主将会議終了後に開催予定であったクラブ懇親会兼西医体壮行会は、インフルエンザの

流行をうけ、6 月 29 日（木）18：00～本館・図書館棟 地下食堂にて日を改めて開催された。各ク

ラブの代表者から活動報告や、西医体への意気込み宣誓などが行われた。 

また、各運動部の主将が 8 月下旬以降に交代するため、2023 年 9月 22 日（金）17:00～ 講義実

習棟 2階 学Ⅰ講堂において、2023 年度 2回目の主将会議を実施した。医学事務課からの説明のあ

と、学友会からクラブ分配金の配布が行われた。 

主将会議については、クラブ活動を行うにあたり必要な情報を伝達できているため、今後も継続

して実施する。クラブ懇親会兼西医体壮行会は、クラブ間での交流はもとより、学生と教員の交流

を図る貴重な機会となっているため、継続して実施する。 

 

②熱中症予防について 

毎年、5 月下旬頃に全クラブの代表者に対し、外部の講師を招待し、熱中症講習会を開催してい

る。2023 年度は、5 月 22 日（月）17：00～新講義実習棟 3 階 P301 において開催し、大阪ライフ

サポート協会 理事長兼京都橘大学 教授の西本氏より、「熱中症」をテーマに講演いただき、続け

て保健管理室講師の澤村先生からも、熱中症の予防に関して講演いただいた。 

また、熱中症予防のために、6 月～9 月の間、土日も含め毎日 WBGT 指数（暑さ指数）の計測を行

い、主なクラブ活動場所において掲示を行っている。規定値以上の指数が計測された場合は、各ク

ラブ主将の所属するグループ LINE にて周知を行い、その日のクラブ活動は中止している。 

 

③クラブ予算について 

 毎年、クラブ活動を支援するための予算を設けている。前年度に各クラブの要望を聞き取り、学

友会にて予算に収まるよう取りまとめを行い、医学事務課が予算執行をしている。     

2023 年度においては、学内で練習場所の確保できないクラブへの他施設利用料金の補助、バレー

ボール支柱やスクラムマシンの老朽化に伴う更新など、全 22 クラブの予算執行を行った。 

 

 ④学友会代表者会について 

  学友会会則に、代表者会は学生自治活動である学友会の最高議決機関として位置づけられている。
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当該年度の収支報告を行うとともに、学友会として審議が必要な事項を審議する場となっている。

医学事務課では、学友会の会計処理、報告の内容確認、会場の確保及び開催にあたり学友会役員に

対する助言を行う。2023 年度は、2024 年 2月 15 日に開催し、学友会から、前年度の収支報告が行

われ、新役員の紹介があり異議なく承認されている。 

学友会としての最高議決機関であるため、毎年実施が必要であり、特に収支報告については、法

人からも要請があるため、大学側でのチェックを行っているが、いずれも適切に実施できていた。

今後も継続して、代表者会の開催にかかる支援を行う。 

 

＜新入生歓迎会（炎祭）＞ 

例年、新入生と在学生の新陸を深めるため、6 月第 1 土曜日に、学生自治組織の学友会が運営主

体となり、さわらぎキャンパスで新入生歓迎会（炎祭）を開催している。また、学生自治組織であ

る学友会を運営主体とすることで、学生が自立性や社会性を養い、学生の人間形成を図ることを目

的としている。2023 年は 6 月 3日（土）に開催し、コロナの影響により昨年に続き実習生（実習を

控える者を含む）の参加を禁止となったが、4 年ぶりに調理を伴う模擬店を実施し、学生同士の交

流に繋がった。 

 

＜学園祭＞ 

学園祭は学友会主催の最も規模の大きい行事であり、予算規模も大きいものとなっている。学生

自治組織である学友会を運営主体とすることで、学生が自立性や社会性を養い、学生の人間形成を

図ることを目的に行っている。医学事務課では、コロナ禍による学園祭の実施について、学友会か

らの提案を学内調整し、学生主導の学園祭を推進する。また、運営主体となる学友会が、業者との

折衝や実施形態、関係各所への周知等について適切に行えるように助言及び指導を行っている。

2023 年度は、４年ぶりに一般市民の来場を可能とし、11 月 25 日(土)にさわらぎキャンパスにて開

催した。また、事前に高槻市保健所、高槻消防、高槻警察、近隣自治会長への周知を行った。 

 

【薬学部】 

(1) 課外活動 

 薬学部では、文化局クラブ 8 部、体育局クラブ 17 部が活動している。クラブ活動は、学生の自

主性や社会性、想像力をはぐくむ重要な活動であり、積極的な参加を勧めている。クラブには部室

と活動費が割り当てられ、教授、准教授、講師が顧問として指導と助言にあたっている。 

 

(2) 五月祭 

 薬学部では、例年、学友会主催の新入生歓迎企画として 5 月に五月祭を開催している。五月祭は、

アドバイザー教員毎にテーブルを分け、新入生がアドバイザー教員や同級生との交流を促進するこ

とで充実した大学生活を目指すものである。2023 年度は阿武山キャンパス体育館において対面形

式で開催し、新入生、在学生、教員との親睦を深めた。五月祭開催・準備については、学生の自立
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性を養うため、適宜、薬学学生生活支援センター並びに学生課が必要最小限のアドバイスを行って

いる。 

 

(3) 球技大会 

 薬学部では、例年、6 月に学友会主催の球技大会を開催している。球技大会は、クラブ仲間や各

アドバイザーの学生がグループを組んで参加。スポーツを通じて学生同士の交流を促進している。

2023 年度の球技大会はバレーボール大会を実施し、10チーム・66 名が参加した。 

 

(4) 学園祭（大薬祭） 

 学園祭は、学友会主催の最大行事であるが、2023 年度は、新型コロナウイルス感染症対策による

地域住民の参加制限も撤廃し、二日間実施した。学園祭開催にあたっては、PA 会から一部援助を行

っている。 

 こうした活動については、学友会主催の学生交流イベントであるが、学生に配布する学事日程に

明記し、参加への意識づけを行っており、学生同士の交流を促進し、学生の孤立防止の一助にもな

っていると考えられる。 

 

(5) PA 会からの支援 

 薬学部では、薬学部 PA 会と連携し、学生の正課外活動を充実させるため、各クラブからの要望

に基づく消耗品購入への補助に加え、関西薬連、全国薬連などの薬系の大学で行われる交流戦エン

トリー費の補助を行っている。 

 また、正課中・課外活動中の事故等に備えるため、全学生が入学と同時に「学生教育研究災害傷

害保険（学研災）」（通学中等傷害危険担保特約も付帯）に加入しており、PA 会が保険料を全額補助

している。さらに、課外活動中のケガに対し、その治療の免責期間にかかった医療費（原則保険適

用分のみ）最大 5 日分を補助している（事故から 1 ヵ月以内の受診分、上限 10万円）。 

 

5）正課外活動ポートフォリオの活用 

医学部においては、これまで正課外活動ポートフォリオを活用していないため、医学学生生活支援

センターにおいてその必要性について審議して検討を行う。 

 看護学部では、正課外活動ポートフォリオの作成・入力に関する学生への周知を前期・後期に実施

し、合計 327 名の入力があった。内訳は、1 年生 81 名（94%）、2年生 84 名(92%)、3年生 87 名(97%)、

4 年生 75 名(84%)であった。部活動は、毎月学生への周知文の中で、活動にあたっての注意事項を明

記し、ルールの中で学生が考えながら活動を継続していくよう支援した。 
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６)学生の心身の健康・保健管理 

学生の保健管理、相談支援については、保健管理室において対応している。定期健康診断をはじ

めとする各種健康診断と事後対応、感染症対策（ワクチン接種、各種抗体検査、感染症暴露のフォ

ロー、接触者検診）、メンタルヘルス相談、応急処置などの健康管理や健康教育を行っている。保

健師とカウンセラー（臨床心理士/公認心理師）が常勤しており、身体的・精神的不調に随時対応

し、状況に応じて学校医が対応している。医学事務課や関連部門とも十分な連携をとりながら支援

を行っている。また疾患の早期発見だけでなく、生活習慣病やメンタルヘルスの一次予防も重視

し、保健指導やストレスチェック（年1回）を行っている。 

 

3. 進路支援 

1) 学生のキャリア支援を行うための体制の整備 

  医学部には、主として学生へのキャリア教育や進路支援を担う組織が設置されていないが、医学学

生生活支援センターが、医学部学生の進路支援を担当している。 

 

  薬学部の進路支援体制として、総合的な支援組織として薬学キャリアサポートセンターが設置さ

れている。薬学キャリアサポートセンターには運営委員会を設置し、主に教員を中心とした10名の

委員により構成されている。また、薬学学務部学生課に4名のキャリア支援担当（うち2名は「キャ

リアコンサルタント」資格保持者）を置き、学生からの進路に関する相談に適宜対応すると共に、

進路に関する情報の収集および提供、調査・分析などの支援業務を行っている。薬学キャリアサポ

ートセンターは学生課と緊密に連携し、情報・調査・分析をもとに学生の進路選択に関する支援策

を審議・決定し、ガイダンスやセミナーの開催、個人面談の実施、企業等の採用担当者からの情報

収集などに努めている。 

 

  看護学部の進路支援体制として、看護学部棟1階にキャリアサポートルームが設置されており、

全国の病院のパンフレットや採用情報、先輩からのメッセージを就職活動・大学院等への進学時期

に合わせて掲示している。さらに、チューター教員が中心となり、随時個別に相談に応じる体制を

整えている。保健師・助産師の採用、就職には独自のノウハウと対応が必要になるため、多くの産

科病院や保健所などと日頃から連携している専門領域の教授が、一人ひとりの希望や適性を見極め

ながら個別指導を行う体制も整備されている。 

 

2) 進路選択に関わる支援やガイダンスの実施 

医学学生生活支援センターでは、キャリア教育として、医学部・薬学部・看護学部の入学生が参加

する新入生合同研修を実施し、進路支援として、医学部学生が就職活動で利用する医師臨床研修マッ

チング協議会提供のマッチングシステムの利用方法に関する周知を実施している。 

さらに、2023年度においては、医学部第6学年の学生に、エントリー先病院のアンケート調査を行

い、2024年1月26日に、第5学年にアンケート結果を周知した。 
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 薬学部では、進路支援のために様々な行事を実施している。入学後、最初のガイダンスでキャリア

サポートセンター長から薬学生のキャリアに関する説明を行っている。進路支援の中心は高学年次生

が主な対象となるが、低学年次のうちから薬学生の主な進路である病院、薬局、ドラッグストア、薬

業関連企業、公務員などの業種や職種を幅広く知り、進路について考える機会を提供するために、業

種・職種・企業を理解るための講座は全ての学生の参加を受け付けている。具体的には、公務員対策

講座、製薬企業職種理解セミナー、公務員職種理解セミナー、合同セミナーなどがある。 

 4 年次以降からは就職意識を醸成する講座から始め、自己分析やエントリーシート作成、面接対策

など、学生が主体的に進路を選択できるよう豊富な支援を行っている。 

 

 看護学部就職支援委員会では、就職活動スケジュールに合わせて、就職ガイダンスを実施している。

３年生では、資料請求の方法や履歴書の書き方、面接の受け方などについてガイダンスを行い、看護

師、保健師、助産師として活躍している卒業生との交流し、アドバイスを得る機会をつくっている。 

 

4. 人間形成 

 2022 年 10 月に改正された大学設置基準第三章七条に「大学は、学生に対し、課外活動、修学、進

路選択及び心身の健康に関する指導及び援助等の厚生補導を組織的に行うため、専属の教員又は事務

職員等を置く組織を編制するものとする。」と記載されており、本学では学生の人間形成の重要性を

認識している。 

 新入生合同研修、正課外活動、解剖慰霊祭、学園祭、また、2020 年に始まった新型コロナウィルス

感染症に対する行動指針など、学生同士で対策を考える必要があることなどを通して、人間形成の機

会としている。 

 

【医学部】 

１）課外活動を通じた人間形成 

学生の自治組織である学友会が中心となり、課外活動として、学園祭、新入生歓迎会、クラブ活

動等を運営し、学生の自主性や社会性、想像力をはぐくんでいる。クラブ活動では、医学部・看護

学部には運動部 23 クラブ、文化部 16 クラブ、合わせて 39 のクラブがあり、日々充実した活動を

行っている。2023 年 5月 1 日現在、約 86.2％の医学部生がクラブに加入して活動している。 

 

２)ご遺骨返納法要及び解剖慰霊祭 

医学部では、解剖学実習を通して、学生たちに人体構造の知識の習得と同時に、献体に対する

感謝の気持ち、その期待に対する責任と自覚を持たせるための「態度教育」を行っている。 

さらに、生命の尊厳と人権の尊重を基本に､人々の生き方や価値観を尊重できる豊かな人間性の

育成を目指し、ご遺骨返納法要・解剖慰霊祭に第3学年の学生が参加し、命の大切さを学び人間形

成に役立てている。2023年度は、5月24日（水）本学菩提寺である光松寺に於いてご遺骨返納法要

を執り行った。参加学生は、ご親族にご遺骨を手渡しで返納を行い、ご献体への感謝の気持ちを

抱くとともに、その期待に対する責任と自覚を高めることになった。 

35



35 

また、10月21日（土）大阪医科薬科大学本部北キャンパス（看護学部）講堂にて解剖慰霊祭を

執り行った。参列した学生は、ご献体頂いた御霊位に対し深い感謝の念をささげご冥福をお祈り

した。 

 
【薬学部】 

 成年教育の推進に資するべく、毎年各種講演会を実施している。2023 年度は、入学直後の新入生オ

リエンテーションで、感染対策並びに「大人としての責任～消費者トラブルに巻き込まれないために

～」（高槻市立消費生活センター）の講演と「警視庁 サイバー犯罪のリアル」（大阪府警）の DVD 上映

を三学部合同で実施した。4 月に実施した新入生合同研修では、心肺蘇生・AED の使い方に関する講

演会（大阪ライフサポート協会）並びに薬物乱用防止に関する講演会（大阪府茨木保健所）を 3学部

の新入生に対して行った。また、6 月には 1 年次を対象に「人権講演会～SNS と人権侵害～」（関西

ICT 協会）、10 月には 3年次を対象として「薬物乱用防止啓発講演会」（茨木少年サポートセンター）、

11 月には 5 年次対象として「薬物乱用防止啓発講演会」（国際麻薬情報フォーラム）、12 月には全学

年を対象としてオンデマンド人権教育研修「LGBT（性的マイノリティ）」を行った。このように様々な

観点からの講演会を行うことで、学生が社会性を身につけ、充実し豊かな学生生活を送れるよう支援

している。 

 また、薬学部では 2020 年度より、「思考力」「姿勢・態度」「経験」の視点から、その能力を可視化

するアセスメントである「GPS-Academic」を導入しており、2023 年度は 300 名の 1 年次生が受検し

た。全国薬学系 1年生の平均と薬学部 1年次生を比較すると、思考力は全国平均以上、姿勢態度はレ

ジリエンスが全国よりやや下回っているが他は全国平均以上、経験は対人関係が全国より下回ってい

るが、他は全国平均以上という結果となっている。 

 

【看護学部】 

1) 課外活動を通じた人間形成 

 学生の自治組織である学友会が中心となり、課外活動として、学園祭、新入生歓迎会、クラブ活動

等を運営し、学生の自主性や社会性、想像力をはぐくんでいる。クラブ活動では、運動部 23クラブ、

文化部 16 クラブ、合わせて 39 のクラブがあり、2022 年度学生調査によると、約 51％の看護学部生

がクラブに加入して活動している。 

 

2) 正課外活動を通じた人間形成 

 正課外活動ポートフォリオで、正課外活動を可視化し、活動状況や自身の経年変化を把握するこ

とを勧めている。自己の成長や課題に気付き自己理解を深めたり、就職活動に有効活用させるため

にユニバーサルパスポート内マイステップで、学生はクラブ活動、ボランティア活動、表彰、資格

等の記録を行った。 

 

3）ジェネリックスキルテストの結果による自己の成長を知る機会 

 看護学部では、2019 年度より GPS-Academic を導入している。2023 年度は第 1 学年と第 3 学年に

GPS-Academic を実施した。 

 第 3学年については 1年次と 3 年次の経年比較を行っているが、姿勢・態度の 3 項目のうちレジリ
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エンスとリーダーシップではスコアが上がっており成長が見て取れる。他方、コラボレーションでは

スコアが下がっているが、これは 3 年次の実習を通じて周囲と協調する事の難しさを実感した結果、

1 年次よりも客観的に自己評価が出来るようになったからと思われる。  

 

5. 学生調査 

 学生の学修および学生生活の実態に関する動向を把握するため、学部生を対象とした「大阪医科

薬科大学 学生調査」を実施した。 

 

【医学部】 

本学では学生の学修および学生生活の実態に関する動向を把握するため、全学部生を対象に「大

阪医科薬科大学 学生調査」を実施している。医学部では、調査結果を医学部医学科の学修支援（医

学教育センター）、学生生活支援（医学学生生活支援センター）につなげるための基本的な資料と

して活用している。 

2023年学生調査では医学部生全体の回答率は、学修成果に関する調査項目は93.1%で前回より6.4

ポイント上がり、学生生活は93.8％で前回より5.2ポイント上がった。学年別でみてもすべての学年

で回答率は9割を超えている。 

「大学生活全般の満足度」について、2023年の調査結果をみると、医学部生全体では78.5％が

「満足している」または「どちらかといえば満足している」と回答している。過去行われた調査と

比較すると、コロナ禍以前の2019年調査時と比べ2.1ポイント、前回2022年調査時と比べると4.2ポ

イント下がっている。 

なお学生調査結果の概要については、以下の URL で公開されている。 

https://www.ompu.ac.jp/campuslife/common/ompu_survey.html 

 

【薬学部】 

 学生生活に関係する設問においては、図書館、自習室などの学修支援施設、キャリアサポートなど

就職・進路への支援、学習・心身の健康面の相談体制、奨学金等の経済的支援、アドバイザー教員と

の面談等の利用率や満足度、大学生活全般の満足度等があり、薬学学生生活支援センターにおいて状

況把握と改善策の検討に努めている。2023 年度の回答率は 84.2％（回答者数：1810 人中 1524 人）で

あり、学生生活に関する主な項目・概要については以下の通りである。 

 

1) 図書館、自学自習室、共用スペースなどの学習視線施設 

 薬学部生全体では 92.3％の利用があった。利用した学生全体では、70.5％が「満足している」また

は「やや満足している」との回答であった。 

 

2) キャリアサポートなど就職・進路への支援 

 薬学部生全体では 61.9％の利用があった。利用した学生全体の 52.5％は「満足している」または

「やや満足している」と回答し、40.1％は「どちらでもない」と回答している。学年別にみると「満

足している」または「やや満足している」と回答した割合は 5 年生がもっとも高く 68.8％となってい

る。 

37



37 

 

3) 学習・心身の健康面の相談体制（面談・カウンセリングを含む） 

 薬学部生全体では 51.8％の利用があった。利用した学生全体では 43.8％が「満足している」また

は「やや満足している」と回答している。学年別に回答した割合をみると、6 年生が 52.8％となって

いる。 

 

4) 奨学金等の経済的支援に関する情報提供 

 薬学部生全体では 61.8％の利用があった。利用した学生全体では 48.9％が「満足している」また

は「やや満足している」と回答している。学年別に回答した割合をみると、5 年生が 52.9％となって

いる。 

 

5) クラブ・サークル・同好会活動 

 薬学部生全体では割合の高い順に、「本学公認の体育系クラブ」41.2％、「学内外いずれのクラブ・

サークル・同好会にも所属していない」40.6％、「本学公認の文化系クラブ」17.8％の順となった。1

週間あたりの活動時間については、薬学部生全体の 34.0％は 8時間未満となった。 

 学業への影響については、薬学部の加入者全体では、68.8％が「ほとんど支障はない」、15.0％は

「学業にプラスになっている」との回答となった。 

 活動の満足度については、薬学部生の加入者全体の 62.6％が「満足している」または「やや満足し

ている」との回答であり、学年別にみると 1年生がもっとも高く 73.8％となった。 

 

6) アルバイト 

 薬学部生全体の 65.0％がアルバイトをしており、学年別にみると１～４年生では７割前後の学生

がアルバイトをしているが、６年生では 18.9％となった。アルバイトの職種についてみると、割合の

高い順に「飲食店」41.4％、「販売・サービス」32.5％、「学習塾講師」22.8％、「医療・介護」9.4％

であった。 

 就業時間については、薬学部生全体では 51.2％が 10 時間未満としている一方、1.8％は 25 時間以

上と回答した。 

 学業との関係については、アルバイトをしている薬学部生全体の 69.5％は「まったく支障はない」

または「あまり支障はない」との回答であった。 

 

7) アドバイザー教員との面談 

 薬学部生全体では、アドバイザー教員との面談をしたのは 42.9％となった。面談を利用した学生に

おける満足度をみると、薬学部生全体では「とても役に立った」とする回答が 27.4％であり、「どち

らかと言えば役に立った」とする回答と合わせると 82.6％が満足しているとの結果となった。 

 

8) Universal Passport（UNIPA）の利用 

 UNIPA を週 1 回以上利用する学生は、薬学部全体で 81.8％である。学年別でみると、1 年生と 2 年

生では「ほぼ毎日利用する」学生が 4～5 割、「週 2、3 回利用する」と「週 1 回以上利用する」を合

わせると約 8 割が利用しているとの回答であった。一方、5 年生と 6 年生では約 4 割が「ほとんど利
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用していない」との回答であった。 

 利用目的についてみると、割合の高い順に「日々の授業スケジュール確認」50.8％、「お知らせ機能

確認」45.6％、「授業の教材や課題のため」45.1％となった。UNIPA「マイステップ」利用状況につい

ては、薬学部生全体で「よく利用する」または「ときどき利用する」学生が 33.4％となった。 

 

9) 大学生活全般 

 薬学部学生全体では、「満足している」の回答が 21.1％であり、「どちらかといえば満足している」

の回答を合わせると 69.5％の学生が満足しているとの回答であった。 

 

【看護学部】 

調査結果を学修支援（看護学教育センター）、学生生活支援（看護学学生生活支援センター）につな

げるための基本的な資料として活用している。2023 年度の回答率は 85.6％（回答者数：360 人中 308

人）であり、学生生活支援に関する各項目の概要は以下の通りである。 

 

1) チューターとの面談 

 看護学部全体でチューター教員との面談をしたのは 74.4%であった。面談を利用した学生の満足度

を見ると、看護学部生全体では「とても役に立った」とする回答が 25.3%であり、「どちらかといえば

役に立った」とする回答と合わせると 79.4%が満足していた。 

 

2) ユニバーサルパスポートの利用 

 ユニバーサルパスポートを週 1 回以上利用する学生は、看護学部全体で 92％であった。学年別でみ

ると、1 年生では「ほぼ毎日利用する」学生が 95.1％、2年生では 70％、「週 2、3回利用する」と「週

1 回以上利用する」を合わせるとほぼ全員が利用していた。利用目的についてみると、割合の高い順

に「授業の教材や課題のため」74.7％、「日々のスケジュール確認」43.8％、「お知らせ機能確認」43.5％

であった。 

 

3) クラブ・サークル・同好会活動 

 加入しているクラブ・サークルについて、看護学部生全体で割合の高い順に、「本学公認の体育系ク

ラブ」51.0％、「学内外いずれのクラブ・サークル・同好会にも所属していない」25.6％、「本学公認

の文化系クラブ」27.6％であった。1 週間あたりの活動時間について、看護学部生全体の 34.4%は 5時

間未満、8時間以上は 10.7％であった。学業への影響について、看護学部の加入者全体の 63.4％がほ

とんど支障はないと回答していた。活動の満足度について「満足している」、「やや満足している」と

回答した者は、看護学部の加入者全体の 68％であった。学年別にみると、「満足している」「やや満足

している」と回答した割合は１年生がもっとも高く 76％であった。 

 

4) アルバイトについて 

 看護学部生全体の 89.6％がアルバイトをしていた。学年別にみると、アルバイトをしている割合は

１年生がもっとも高く 96.3％。もっとも低い３年生では 86.7％であった。アルバイトの職種につい

てみると割合の高い順に、「飲食店」 49.3%、「医療・介護」 32.6%、「販売・サービス」 27.2%、「学
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習塾講師」15.9%であった。就労時間について、看護学部生全体の 45.1％は 10 時間未満と回答してい

た。学年別にみると10時間以上と回答した割合は１年生がもっとも高く62.8％、また４年生の15.8％

は 20 時間以上就業していた。学業との関係について、アルバイトをしている看護学部生全体の 78.6％

は支障はないと回答していた。学年別でみると１～３年生の２割前後は、支障があると回答した。 

 

5) 不安や悩み 

 看護学部生全体で不安や悩みがある学生は38％であった。学年別でみると、もっとも高い2年生で

は42.5％であった。不安や悩みの種類としては、割合の高い順に「進路・就職」41％、「勉学への意

欲がわかない」27.4％、「友人関係」26.5％、「体調・健康の不安」23.9％、「進級・留年への不安」

20.5％であった。悩みの相談相手としては、「家族」72.7％、「学内の友人・知人」67.5％の順に高

い。また看護学部生の3.6％は「誰もいない」と回答していた。 

 

6. その他、学生の要望に対応した学生支援の適切な実施 

【医学部】 

１）教員、各学年総代・副総代、学友会執行部役員による懇談会 

各学年代表及び学友会から意見を募り、教育・学生生活・その他の質問・要望について、回答

及び意見交換をするための場として、例年実施している。学生からの率直な意見を吸い上げ、教

育や学生生活支援の改善に繋げる重要な会である。事前に質問を受け付け、回答可能なものにつ

いて事前に回答を作成し、当日追加での質問を受け付ける方式としている。 

2023年度は12月14日（木）に開催し、活発な意見交換が行われた。なお、事前の質問回答及び

当日の質疑応答については、Universal Passport上で学生に対して広く周知した。 

 

２）学生の声 

  学生からより多くの意見や提案を取り入れることを目的とし、「学生の声」のオンラインフォ

ームを設置している。学生からの投稿に対しては、内容に応じて医学学生生活支援センター長や

医学教育センター長と協議のうえ対応している。 

 

【薬学部】 

1) 学生委員会委員、学友会執行委員会委員による懇談会 

 薬学部では、学生から直接意見と要望を聞く場として薬学学生委員会と学友会との懇談会を年数回

開催しており、学生生活や学友会行事における問題点の改善に務めている。2023 年度は、10 月、12

月の計 2 回開催した。懇談会では、学友会からの要望、各クラブに関する課題、要望等が出され、そ

れに基づき、薬学学生委員会が回答または持ち帰って検討すること等を行い、学友会との意思疎通の

活性化に努めている。 

  

2) 学生の声 

 2023 年度は、学友会を通じて薬学部学生を対象に「学生生活に関するアンケート」を実施した。ア

ンケート結果については、薬学学生委員会において確認、改善可能策の検討を行うとともに学友会に
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フィードバックを行った。また、PA 会の会報誌にも概要を掲載した。 

 なお、実施したアンケート結果に基づき、学生からの要望があった電源コンセントの卓上タップを

D 棟 3階自習室に設置し、学生の自習環境の充実を図った。 

 

【看護学部】 

1) 教員、各学年総代・副総代による懇談会 

 各学年代表から意見を募り、教育・学生生活・その他の質問について、回答及び意見交換をするた

めの場として、毎年実施している。学生からの率直な意見を吸い上げ、教育や学生支援の改善に繋げ

る重要な会である。事前に質問を受け付け、回答可能なものについて事前に回答を作成し、当日追加

での質問を受け付ける方式としている。 

 2023 年度は、7月 19 日（水）に開催した。対面開催で行い、学生からは積極的な発言があり、活発

な意見交換が行われた。なお、質問に対する回答については、ユニバーサルパスポートから学生に対

して広く周知した。 

 

2) 学生の声 

 学生からより多くの意見や提案を取り入れることを目的とし、「意見箱」を設置している。投書があ

った場合は、学生生活支援センターで協議し、必要に応じて対応している。 

 

7. 特記すべき学生支援改善の取り組み 

1) 継続的な取り組み 

【医学部】 

 ＜障害のある学生への合理的配慮＞ 

2023 年 4 月からの障害者差別解消法の施行を受け、継続的に障害のある学生への合理的配慮に関

わる制度運用及び申請様式等の見直しを検討する。 

 

＜さわらぎキャンパス体育館空調設備の設置について＞ 

地球温暖化の影響により、今夏も連日記録的な暑さとなっている。本学医学部・看護学部の学生

が正課活動又は課外活動で使用しているさわらぎキャンパス体育館には、空調設備が設置されてお

らず、熱中症の危険性がある。また学生からも以前から空調設備の設置に関する要望が複数届いて

いる。次年度、設置を行えるよう工事業者や関連部署と調整して準備を進める。 

 

＜学生の安心安全に係る指導・啓発活動＞ 

  学生を取り巻く状況も大きく変化しており、学生生活における様々なリスク等に対して、学生の

安心・安全に係る指導・啓発活動の年間計画を策定して取り組み、学生の意識向上を図る。 

 

【薬学部】 

 PA 会からの要望もあり薬学部学生に対し「学生生活に関するアンケート」を実施しており、学生の

キャンパスライフの改善に向けて、学生の意見・要望を収集している。次年度の継続実施について PA
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会との調整を行う予定である。 

 

【看護学部】 

(1) チューターが安心して活動できるような環境、学生が相談しやすいような環境を整備する 

(2) 外部各種団体の奨学金情報をタイムリーに学生に周知し、推薦者の選考に関して、獲得を目指

して吟味する。 

(3) 保健管理室と情報共有を図り、学生の感染症等予防対策を強化する． 

(4) 障がいのある学生の支援システムの構築が重要な課題であり、講義・演習等における障がいの

ある学生に対する申し合わせ事項に沿って対応する。 

(5) 学生の自治活動推進のため、学友会活動への参加、新入生合同研修の充実、学年縦割りの交流

の機会を設けるなどの運営ができるように支援する。 

(6) 学生が主体的に勉強し、安心して学生生活を送ることができる環境整備を行う。 

(7) 学生が懲戒規程の対象とならないよう対策を教育センターと協力し予防する。 

(8) 大阪医科薬科大学学生支援の方針に基づく点検評価による内部質保証を継続する。 

 

2) 新たな取り組み 

【医学部】 

＜学生の声のオンライン化について＞ 

2023 年 11月より「学生の声」のオンラインフォームの運用を開始し、これまで医学事務課の入口

に設置していた投書箱を廃止した。オンライン化により、学生がより気軽に意見を表明できる体制を

整えることができた。また、学生に自ら考えさせる態度を身に付けさせるために、投稿フォームは、

意見や要望だけでなく提案内容も記入させるフォーマットとした。 

＜学生会館のバリアフリー化について＞ 

障害のある学生が、障害のない学生と同等の大学生活を過ごせるよう、学生会館の出入口にスロ

ープを設置し、バリアフリー化を行った。さらに本部北キャンパスから学生会館へ、車椅子で通行

できるよう室外機を移設して通路幅を確保し、段差等を解消した。それにより、災害発生時に、学

生会館から本部北キャンパス内の緊急避難場所へ、障害のある学生が自身で移動できるように整備

を行った。 

 

【薬学部】 

 修学指導体制強化に向け、薬学学生生活支援センター運営委員会において修学指導を行う対象学生

の選定基準、指導内容、指導後の効果検証方法の見直しを進め、前年度の 1～3 年次の累積 GPA 下位

1/4 の学生を抽出し、アドバイザー教員が対象学生と面談を実施することで、指導を学期の早期に行

い、修学状況の改善を図ることとしている。さらに、アドバイザーとの面談結果については、修学指

導委員会への報告を行い、さらに指導が必要と判断された学生は、改めて修学指導委員会による面談

指導を行うこととしている。 
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【看護学部】 

 大阪医科薬科大学 看護学部奨学金給付規程を改正し、経済的事由が奨学生選考の優先

事項であることが明確となるようにし、また選考基準として経済状況の取り決めを定め、 

看護学部給付奨学金が規程に基づき適切に運用できるよう整備した。
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